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□ 区からのコメント
　地域の活動が少しづつ再開を始める中で、ケアプラザが基点となって活動団体同士を結び付けた事例が複数見受けら
れました。各団体が単体では成しえることが難しい課題に対し、各々が備える資源や長所に気付き、マッチングさせる役割
を担うことで、地域課題の解決に寄与していただきました。
　また、ICT機器を活用した、対面とオンラインを織り交ぜた先駆的な相談体制・会議運営の推進により、新型コロナウイル
ス感染症の影響が残る中にあっても、関係機関や地域住民の方々とのコミュニケーション機会が保たれていました。
 今後も、第４期地域福祉保健計画の区計画、地区別計画を意識し、地域におけるほっとなまちづくりの推進をお願いしま
す。

令和４年度 今井地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
（地域の現状）
・地域活動の縮小・終了の声が出てきている中、新しい取り組みも行われている。
・総合相談件数が年間3422件となり年々増加（前年度比23.6％増）している。
（今後の方向性）
・地域活動の立ち上げにケアプラザが事務局のような役割を担い活動を推進する。
・高齢分野だけでなく、子育て・障害分野でも地域活動同士をつなげていく。
・相談支援としてのアウトリーチ活動に取り組んでいく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

区役所とのカンファレンスは継続し、困難ケースには迅速に対応していく。
近隣企業と協力して地域の中でのお茶のみ介護サロン（一休）を開催し、相談の窓口を広げる。
メールでも相談が可能であることを広報誌などで周知していく。

地域活動団体の取り組みの後方支援に力を入れる。特に新規団体と地区社会福祉協議会の活動をつなげ、双
方での取り組みを支援する。

地域社会資源の提供の場を設ける。活動応援ボランティア体験会を開催し、社会資源が必要な団体と活動を応
援するボランティアとのマッチングを図る。

地域の優先課題であった移動支援の立ち上げ事務局に参加し、支援チームと地域をつなぐ役割を担う。

新規きらりシニア塾の立ち上げ支援や定期的に各グループの現状把握のため訪問をして後方支援をしていく。
今年度はボランティア体験会を実施し、活動の支援へと繋げる。

・年度当初より介護サロンをクリエイト店頭で実施。全体的な相談件数は変わらず増加傾向。対応に時間のかかるケース（権利擁護
関係）も増加している。子育て、障害の相談件数は少ないが、子育て支援連絡会を複数エリアで開催し、専門機関と地域を繋いだ。
・今年度きらりシニア塾を包括、生活COと連携を図り一か所認定することができた。既存のグループ活動に定期的に訪問しリーダー
や支援者だけでなく、参加者に直接話を聞き、活動継続意思を確認することができた。
今年度ボランティア体験会を２回開催した。グループのリーダーが直接講師に依頼することがあり、後方支援することができた。
・移動支援実行委員会が発足し、サポーターとして加わった。保土ケ谷西部地区役員会で移動支援の報告を担い、地区支援チームと
情報共有している。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金
・

実費
負担

職員
体制

契約
者数

310名 125名

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

高齢者自身が、健康維持・向上を目的としたケアマネジ
メントの実施と介護予防事業を行なっていきます。

看護師2名、社会福祉士2名、主任ケマネジャー1名

居宅介護支援事業

ご利用者の意向に基づいたケアプランを作成します。

常勤3名（内1名管理者兼務）、非常勤1名

なし なし

令和４年度今井地域ケアプラザ事業計画書（施設運営、介護保険事業）

・ご利用者へサービスを紹介する際には複数事業所を
提示し、ご利用者に選択してもらいます。
・連携した居宅介護事業者をチェックし、公平性を保ち
ます。
・施設各所に意見箱・苦情対応窓口の案内を設置し、ご
利用者が要望をしやすい施設を作ります。

・サービスを紹介する際には複数箇所をご紹介し、ご利
用者に選定してもらっています。
・連携した事業所をチェックし、偏りがないように依頼し
ています。
・意見箱、苦情対応の案内を館内に設置しています。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・コロナウイルスの感染予防を行います。
・車両事故防止研修・個人情報保護研修を実施します。
・郵送・FAXはダブルチェックを徹底し、個人情報の流失を
防ぎます。

・コロナウイルス感染予防を徹底し、施設内でのクラス
ター発生はありませんでした。
・個人情報、車両事故研修を実施しました。
・区役所提出書類は事務所から持ち出す際、持ち帰る際
にダブルチェックを行い確認しています。



目標

実施
体制

職員
体制

利用
料金
・

実費
負担

生活相談員6名（常勤）
介護職員21名（常勤6名、非常勤15名）
看護師7名（非常勤）
運転手8名（非常勤）

生活相談員6名（常勤）
介護職員21名（常勤6名、非常勤15名）
看護師7名（非常勤）
運転手8名（非常勤）

契約
者数
等 【契約者数】123人 【契約者数】6人 【契約者数】

【延べ利用者数】9751人 【延べ利用者数】70人 【延べ利用者数】

ご利用者のニーズを把握し、目標が達成でき
るように機能訓練・他者との交流・レリエーショ
ンへの参加を促します。

少人数の特性を活かして、ご利用者と密接な関
わりができる場を運営しています。

【実施日数】
週7日（年末年始休業）
【提供時間】
09：30～16：35
【定員】
40名

【実施日数】
週6日（日曜日休み）
【提供時間】
09：30～16：35
【定員】
7名
※令和5年2月1日開所

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

【通所介護】

（要介護1）703円 （要介護2）829円
（要介護3）961円 （要介護4）1,092円
（要介護5）1,225円
●入浴加算 43円（1回）

●個別機能訓練加算Ⅰ/Ⅱ60円（1回）/22円（1月）

●口腔機能向上加算 172円（1回）

●サービス提供体制加算Ⅱ 20円（1回）

■2割負担分

（要介護1）1,405円 （要介護2）1,658円
（要介護3）1,921円 （要介護4）2,183円
（要介護5）2,449円
●入浴加算 86円（1回）

●個別機能訓練加算Ⅰ/Ⅱ 120円（1回）/43円（1月）

●口腔機能向上加算 343円（1回）

●サービス提供体制加算Ⅱ 39円（1回）

■3割負担分

（要介護1）2,107円 （要介護2）2,486円
（要介護3）2,882円 （要介護4）3,274円
（要介護5）3,673円
●入浴加算 129円（1回）

●個別機能訓練加算Ⅰ/Ⅱ180円（1回） /65円（1月）

●口腔機能向上加算 515円（1回）

●サービス提供体制加算Ⅱ 58円（1回）

【介護予防・第1号通所介護】

■1割負担分

（要支援1）1,793円 （要支援2）3,675円
●サービス提供体制加算Ⅱ

（要支援1）78円 （要支援2）155円
●運動機能向上加算 242円（1月につき）

●口腔機能向上加算 172円
●選択的サービス複数実施加算Ⅰ 515円
■2割負担分

（要支援1）3,585円 （要支援2）7,350円
●サービス提供体制加算Ⅱ

（要支援1）155円 （要支援2）309円
●運動機能向上加算 483円（1月につき）

●口腔機能向上加算 343円
●選択的サービス複数実施加算Ⅰ1,029円
■3割負担分

（要支援1）5,377円 （要支援2）11,025円
●サービス提供体制加算Ⅱ

（要支援1）232円 （要支援2）463円
●運動機能向上加算 724円（1月につき）

●口腔機能向上加算 515円
●選択的サービス複数実施加算Ⅰ1,544円
【共通項目】

【認知症対応型通所介護】

（要介護1）1,080円 （要介護2）1,197円
（要介護3）1,315円 （要介護4）1,432円
（要介護5）1,550円
●入浴加算 44円（1回）

●個別機能訓練加算Ⅰ/Ⅱ30円（1回）/22円（1月）

●口腔機能向上加算 160円（1回）

■2割負担分

（要介護1）2,159円 （要介護2）2,394円
（要介護3）2,629円 （要介護4）2,864円
（要介護5）3,099円
●入浴加算 87円（1回）

●個別機能訓練加算Ⅰ/Ⅱ 59円（1回）/44円（1月）

●口腔機能向上加算 348円（1回）

■3割負担分

（要介護1）3,238円 （要介護2）3,591円
（要介護3）3,943円 （要介護4）4,296円
（要介護5）4,648円
●入浴加算 131円（1回）

●個別機能訓練加算Ⅰ/Ⅱ188円（1回） /66円（1月）

●口腔機能向上加算 522円（1回）

【共通項目】

●食費負担 780円
●処遇改善加算Ⅰ 所定単位数の10.4％
●特定処遇改善Ⅱ 所定単位数の2.4％
●ﾍﾞｰｽｱｯﾌﾟ等支援加算 所定単位数の2.3％



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

16,098,881 210,000 16,308,881 16,308,881 0 横浜市より

400,000 0 400,000 66,800 333,200

0 1,256,000 1,256,000 1,256,000 0 物価高騰の影響を踏まえた横浜市による運営支援

48,000 0 48,000 40,295 7,705

1,000 0 1,000 840 160

25,000 0 25,000 17,375 7,625

22,000 0 22,000 22,080 △ 80

3,587,500 0 3,587,500 3,587,500 0

20,134,381 1,466,000 21,600,381 21,259,476 340,905

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,116,381 0 11,116,381 9,859,754 1,256,627

7,670,303 0 7,670,303 6,922,483 747,820

1,000,474 0 1,000,474 681,830 318,644

2,223,276 0 2,223,276 2,005,704 217,572

77,815 0 77,815 107,697 △ 29,882

0 0 0 53,000 △ 53,000 ハマふれんど

100,047 0 100,047 89,040 11,007

44,466 0 44,466 0 44,466

715,000 0 715,000 1,135,290 △ 420,290

3,000 0 3,000 3,000 0

150,000 0 150,000 120,044 29,956

0 0 0 0 0

10,000 0 10,000 4,462 5,538

150,000 0 150,000 157,178 △ 7,178

21,120 0 21,120 21,120 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 21,120 0 21,120 21,120 0

その他 0 0 0 0 0

100,000 0 100,000 0 100,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

5,000 0 5,000 3,000 2,000

1,000 0 1,000 660 340

0 0 0 0 0

0 0 0 500 △ 500

25,000 0 25,000 40,290 △ 15,290

249,880 0 249,880 785,036 △ 535,156

781,000 0 781,000 206,104 574,896

0 0 0 0 0

781,000 0 781,000 206,104 574,896

0 0 0 0 0

0 200,000 200,000 198,352 1,648

0 200,000 200,000 198,352 1,648

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 10,000 10,000 8,616 1,384

0 10,000 10,000 8,616 1,384

6,600,000 0 6,600,000 7,942,502 △ 1,342,502

5,496,010 0 5,496,010 6,768,261 △ 1,272,251

250,385 0 250,385 250,385 0

75,333 0 75,333 75,333 0

778,272 0 778,272 1,001,249 △ 222,977

空調衛生設備保守 442,313 0 442,313 530,083 △ 87,770

消防設備保守 0 0 0 0 0

電気設備保守 188,506 0 188,506 170,987 17,519

害虫駆除清掃保守 0 0 0 0 0

駐車場設備保全費 26,279 0 26,279 26,279 0

その他保全費 121,174 0 121,174 273,900 △ 152,726

0 0 0 0 0

0 0 0 △ 152,726 152,726

474,000 0 474,000 442,094 31,906

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

19,686,381 210,000 19,896,381 19,792,712 103,669

448,000 1,256,000 1,704,000 1,466,764 237,236

400,000 0 400,000 66,800 333,200

781,000 0 781,000 206,104 574,896

△ 381,000 0 △ 381,000 △ 139,304 △ 241,696

25,000 0 25,000 17,375 7,625 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 21,120 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

3,880 0 3,880 △ 3,745 7,625
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

令和４年度　「横浜市今井地域ケアプラザ」

支出の部

科目

収入合計

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）

雑入

自動販売機手数料
その他

その他

印刷代

横浜市による運営支援

人件費
本俸
社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

印刷製本費

消耗品費
会議賄い費

旅費

手数料

通信費
使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料

その他

清掃費

修繕費

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

地域協力費

事業費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

その他

機械警備費
設備保全費

共益費
その他

公租公課
事業所税
消費税
印紙税

管理費
光熱水費

運営協議会経費

その他

ＩＣＴ整備費（追加）

ＩＣＴ整備費（追加）
オンライン相談機器整備費（追加）
オンライン相談機器整備費（追加）（モデル実施対象施設）

サニタリーボックス（追加）

サニタリーボックス



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

33,036,218 0 33,036,218 33,036,218 0 横浜市より
154,000 0 154,000 154,000 0 横浜市より

5,752,900 0 5,752,900 5,752,900 0 横浜市より
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 10,250 △ 10,250
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 10,250 △ 10,250
0 0 0 0 0

38,943,118 0 38,943,118 38,953,368 △ 10,250

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

34,608,518 0 34,608,518 34,483,323 125,195
18,619,383 0 18,619,383 19,440,429 △ 821,046
4,533,716 0 4,533,716 3,794,231 739,485

10,555,598 0 10,555,598 10,549,472 6,126
34,609 0 34,609 117,651 △ 83,042

0 0 0 148,000 △ 148,000 ハマふれんど

553,736 0 553,736 433,540 120,196
311,476 0 311,476 0 311,476
884,700 0 884,700 1,013,982 △ 129,282

5,000 0 5,000 7,430 △ 2,430
100,000 0 100,000 159,456 △ 59,456

0 0 0 1,750 △ 1,750
10,000 0 10,000 8,922 1,078

120,000 0 120,000 171,488 △ 51,488
0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0
50,000 0 50,000 0 50,000
5,000 0 5,000 0 5,000

0 0 0 0 0
20,000 0 20,000 4,860 15,140
5,000 0 5,000 1,925 3,075

0 0 0 0 0
0 0 0 13,364 △ 13,364

35,000 0 35,000 35,000 0
534,700 0 534,700 609,787 △ 75,087

1,673,900 0 1,673,900 716,116 957,784
630,000 0 630,000 105,000 525,000
550,000 0 550,000 254,827 295,173
154,000 0 154,000 154,000 0
339,900 0 339,900 202,289 137,611

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

1,650,000 0 1,650,000 2,111,293 △ 461,293
1,356,539 0 1,356,539 1,799,157 △ 442,618

66,558 0 66,558 66,558 0
20,024 0 20,024 20,024 0

206,879 0 206,879 225,554 △ 18,675
空調衛生設備保守 117,576 0 117,576 140,908 △ 23,332
消防設備保守 0 0 0 0 0
電気設備保守 50,108 0 50,108 45,451 4,657
害虫駆除清掃保守 0 0 0 0 0
駐車場設備保全費 6,985 0 6,985 6,985 0
その他保全費 32,210 0 32,210 32,210 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
126,000 0 126,000 117,514 8,486

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

38,943,118 0 38,943,118 38,442,228 500,890
0 0 0 511,140 △ 511,140

0 0 0 0 0

1,043,900 0 1,043,900 611,116 432,784

△ 1,043,900 0 △ 1,043,900 △ 611,116 △ 432,784

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

振込手数料

通信費
使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費

その他
事業費

手数料
地域協力費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】

社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

指定管理料【生活支援】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】

令和４年度　「横浜市今井地域ケアプラザ」

科目

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援・チームオレンジ＞

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

協力医

その他
その他

リース料

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費

その他

収入合計

支出の部

科目

人件費
本俸

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

雑入
印刷代
自動販売機手数料

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他

事業所税
消費税
印紙税

光熱水費

機械警備費
設備保全費

清掃費

修繕費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他

共益費
その他

公租公課

その他
管理費



（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

0 0 0 20,054 18,436 1,618 23,136 27,120 -3,984 90,803 86,753 4,050 0 9,979 -9,979

0 0 0 0 412 -412 0 74 -74 1,562 1,436 126 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者等外給食収入 0 0 0 0 412 -412 0 64 -64 1,429 1,332 97 0 0 0

自動販売機販売手数料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 61 -6 0 0 0

雑収入 0 0 0 0 0 0 0 10 -10 78 43 35 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 20,054 18,848 1,206 23,136 27,194 -4,058 92,365 88,189 4,176 0 9,979 -9,979

0 0 0 0 0 0 17,738 14,636 3,102 62,347 63,846 -1,499 0 0 0

0 0 0 0 0 0 758 2,167 -1,409 16,884 17,276 -392 0 0 0

0 0 0 0 0 0 78 285 -207 5,815 5,354 461 0 0 0

0 0 0 0 0 0 675 1,393 -718 6,072 8,181 -2,109 0 0 0

0 0 0 14,900 13,102 1,798 0 151 -151 2,264 3,144 -880 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 29 -13 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 14,900 13,102 1,798 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者等外給食費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,248 1,767 481 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 151 -151 0 1,348 -1,348 0 0 0

0 0 0 14,900 13,102 1,798 19,249 18,632 617 93,382 97,801 -4,419 0 0 0

0 0 0 5,154 5,746 -592 3,887 8,562 -4,675 -1,017 -9,612 8,595 0 9,979 -9,979

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

施設名：横浜市今井地域ケアプラザ

令和４年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

第１号通所介護

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護

 介護保険収入

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

支出合計（Ｂ）

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他



横浜市今井地域ケアプラザ

1 ベビーマッサージ 平成30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

乳幼児の母親にマッサージを行うための
やり方を習得してもらう。
親子のスキンシップの機会を増やし、乳
幼児の情緒の安定を図る。

３：養育者及
び乳幼児

講師によるベビーマッサージの指導。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年2回 10:00～11:30

0 0

2 今井のおやこ教室 平成26年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

発達障がい児に対する親の関わりを学ん
でもらう。身近な地域で支援される仕組み
を設定し、地域で見守られて育つことを目
的とする。

４：子ども・青
少年

・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年12回　毎月第3火曜日　10:00～11:30

0 0

3 レコードカフェ 平成25年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

レコード鑑賞を通じて、地域住民が交流す
る場を提供。ケアプラザの新規利用者（特
に男性）を開拓。 ５：地域

レコード鑑賞
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年12回　毎月第2月曜日　13:30～15:30

0 0

4
うたごえサロン
「メロディ」

平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

大声で歌い健康増進を図る。　また、歌の
楽しさを感じてもらい、参加者同士の交流
の場とする。 １：高齢者

・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年12回　毎月第2金曜日　10:00～11:45

1 35

5 水彩スケッチクラブ 平成20年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の幅広い年齢層の方にケアプラザを
利用してもらう”きっかけ”となる事業。
参加者同士が交流を深め、他団体・サー
クルへの参加を促す。

５：地域

水彩による写生、講師による講評。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年12回　毎月第2土曜日　13:30～15:30

10 86

6
認知症＆予防
「みかんカフェ」

平成26年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症高齢者とその家族の交流と情報交
換の場とする。

１：高齢者

キャラバン・メイトによる脳トレ、体操。茶
話会。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年11回　毎月第2木曜日　14:00～16:00

1 35

7 第6回　地域、カレーで集う 平成27年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザ活動団体サークルのPR、新規
メンバーの獲得が目的。
また、地域住民にケアプラザがどのような
施設なのか、どういった活動をしているの
か知ってもらう。

５：地域

・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年1回　10：30～14：00

0 0

8 元気脳づくり 平成27年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症予防と地域の方々の交流を促す。

１：高齢者

コグニサイズ、脳トレ、介護予防体操他。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年12回　毎月第3月曜日　13:30～14:30

12 154

9 将棋教室 平成28年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域での子どもとかかわるきっかけづくりと共
に、放課後の小学生の見守りを行う。また、地
域の人達（シニア男性）にボランティア先生を
依頼して、地域の担い手を養成する。大人とす
る将棋を通して、技術指導、コミュニケーション
を学ぶ。

５：地域

将棋
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年24回　毎月第2水曜日　16:00～17:00

0 0

10 骨盤ストレッチ体操 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

中高年の女性向けに通年でのエクササイ
ズを実施し介護予防を図る。

５：地域

講師を招きエクササイズを実施
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年3回　10:30～11:30
・参加者の希望により回数増の場合あり

12 142

11 実用手芸工房紡むつむ 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

談話をしながら手芸を行うことにより、仲
間づくりと地域の安らぎの場を提供。仲間
意識をもってもらい、ケアプラザ催しもの
開催時などで活躍してもらう場をつくる。

５：地域

手芸
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年10回　毎月第2火曜日　13:00～15:00

0 0

12
出張　認知症＆予防「レモンカ
フェ」

平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症高齢者とその家族の交流と情報交
換の場とする。また、今井地域ケアプラザ
から離れていて、来所しづらい権太坂境
木地区で開催することで、新規参加者を
集う。

１：高齢者

レクリエーション・脳トレ・体操等
・全地区対象
・会場　権太坂境木自治会館
・年4回　3の倍数月の第4火曜日
10:00～11:30
・権太坂境木地区民児協と共催

9 106

13
悪徳業者ゲキタイ法（消費者被
害講座）

平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民が消費者被害の過程を理解し、
詐欺に遭わないように備える。

５：地域

消費者被害講座の開催
・地域の敬老会やミニデイサービス対象
・地域の自治会館等
・通年

0 0

14 出張介護予防 平成19年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域の集会や老人会・ミニサロン等を訪
問し、ケアプラザを利用しづらい方達と交
流する機会を作り、地域の課題やニーズ
を探る。

１：高齢者

介護予防の体操指導や、保健師による健康情
報の提供等を行う
・全地区対象
・会場　地域の自治会館、コミュニティハウス
・通年

39 680

15
出張講座　知って得する介護
の知識

平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

負担を減らして介護を続けられるように、
役に立つ知識を伝える。介護者達の交流
の場、介護で悩む参加者の質問に答える
機会を作る事を目的とする。

５：地域

講座の開催
・権太坂・境木本町地区対象
・会場　権太坂コミュニティハウス
・年4回　13:00～14:30
・権太坂コミュニティハウスと共催

0 0

16 出張「いまいカフェ」 令和元年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

サロンやグループの活動、茶話会支援。
コーヒーで集う地域コミュニティづくりの支
援。今井珈琲ボランティアの後方支援。み
かんカフェ・れもんカフェ支援。

１：高齢者

ハンドドリップコーヒーの提供、参加者の
傾聴
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ他
・不定期

6 62

令和4年度　自主事業報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

17 地域の医療・介護を考える会 平成26年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

多職種連携による利用者支援、および、
他職種への理解を深め、地域包括ケアシ
ステム構築の為に事業を定期的に行う。 ６：事業者

・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザもしくは協力
機関にて
・年3回　18:30～20:00

0 0

18
出張講座　保土ケ谷区版　エン
ディングノート

令和元年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

終活について考える機会をつくる。自分ら
しく生きるために、エンディングノートを利
用して人生を振り返り、今後の生活を考え
るきっかけづくりをする。

６：事業者

保土ケ谷区版エンディングノート「エンディ
ングノート」の使い方や書き方を学ぶ
・全地区対象
・地域の自治会館等
・通年

1 18

19 布ぞうりを作ろう 令和元年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

団体登録サークルを招き（スポーツ愛好
会）講師として「布ぞうり」を習う。多世代
交流を狙う。 ５：地域

スポーツ愛好会を講師とし、布ぞうりを習
い作る。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・全1回　10:00～15:00

0 0

20
シニアにやさしいすこやかピラ
ティス

令和元年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

体幹を鍛え身体を整える。介護予防を目
的とする。

１：高齢者

講師を招き、ピラティスを習う。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・全2回　10:00～11:30

0 0

21 ダンスで脳トレ 令和元年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させる
ねらい

振り付けを覚えて脳の活性化と筋力の
アップ、介護予防を図る。継続的な開催を
重ね自立化を目指す。
（「いまい学校」から自主事業化、令和5年
4月より自主化）

５：地域

講師を招きダンスを習う。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年10～12回

33 484

22 夏休み子ども工作教室 令和元年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域住民に講師をしてもらい、地域住民と
小学生の交流を行う。

４：子ども・青
少年

地域住民に講師をしてもらい工作を行う。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・全1回　10:00～12:00

0 0

23 子育てママの骨盤ストレッチ 令和元年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

お母さんの健康増進とリフレッシュを図
る。子どもを連れて参加できるエクササイ
ズを行う。

３：養育者及
び乳幼児

講師を招き骨盤ストレッチを行う
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・全3回　10:00～12:00

0 0

24
元気なうちから考えるこれから
のくらし 令和元年度

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

終活を始める前に、役立つ知識を周知す
る。

１：高齢者

年金の基礎知識、墓じまい、認知症サポー
ター養成講座、相続、ライフプランについて、各
専門職から学ぶ
・全地区対象
・会場　防犯センター
・年3回　14:00～15:00

5 70

25
地域活動グループリーダー・ボ
ランティア研修会

令和元年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域で活動しているグループのリーダー・
ボランティアのスキルアップと、介護予防
の情報提供を目的に行う。

１：高齢者

講師を招き、アイスブレイクや脳トレの運動・レクな
ど、活動グループで使えるものを学ぶ
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・全2回　10:00～11:30
・今年度は「活動応援インストラクター体験会」に名
称変更し講座を開催

0 0

26 人形劇 令和元年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

登録団体（はまなす）に人形劇を披露して
もらう。親と子の交流の場。

４：子ども・青
少年

昔ばなしの人形劇を親子で楽しむ
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年1回

0 0

27 秋の健康相談会 令和元年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

健康ブースを利用し、地域住民の健康意
識を高める。

５：地域

健康に関する相談ブースを開催
・全地区対象
・会場　今井ケアプラザ
・年1回
（「秋まつり健康ブース」の名称を変更）

2 68

28 ほどがや区民まつりの参加 平成27年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

区民が多数来場する「区民まつり」に区内全てのケ
アプラザの担当職員が参加することで、顔の見える
関係づくりを図る。
そして、ケアプラザが地域住民にとって身近で気軽
に相談・活動できる施設であることを理解していただ
き今後の福祉保健活動へとつなげる。

５：地域
ケアプラザの周知ブースを開催
・年1回 1 400

29 熊田さんの腹話術 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザの取り組みを周知し、地域との
コミュニケーションを図る。
※「熊田さんの腹話術」に変更しました。 ５：地域

ケアプラザをテーマに元保健師による腹
話術講演会
・会場　今井地域ケアプラザ
・全地区対象
・年1回　10:00～11:00

1 20

30
子育てママのかんたんピラティ
ス

令和元年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子どもを連れて参加できるエクササイズを
行う。
お母さんの健康増進とリフレッシュを図
る。

４：子ども・青
少年

講師を招き親子でできるピラティスを実施。
・会場　今井地域ケアプラザ
・全地区対象
・年3回　13:30～15:30
（「子育てママのはじめてピラティス」の名称を変更）
・コロナの影響により今年度中止

0 0

31 ケアマネジャー交流サロン 平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアマネジャーの交流、親睦を深めること
を目的とする。

６：事業者

情報提供、共有、研修やグループワークを行
う。
・エリアで活躍するケアマネジャー対象
・会場　今井地域ケアプラザ
（「今井　ケアマネど～よサロン」の名称を変
更）

0 0

32 いまい学校3 令和元年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させる
ねらい

継続的な参加によって、顔見知りを増や
し、地域に繋がるきっかけと、地域に関心
を持つ事、介護予防、福祉健康活動に発
展させる事を目的とする。

５：地域

・職員によるオリエンテーションと、講師を招き参加
者同士の交流に重点をおいた授業を行う。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年1～2回
　（「ダンスで脳トレ」いまい学校より発展）

0 0

33 コーヒー勉強会 令和元年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

今井珈琲ボランティアの後方支援を目的
とする。

１：高齢者

珈琲の淹れ方の実習とスキルアップ。交
流会。
・今井珈琲ボランティア対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年2回

1 4



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

34 認知症シリーズ講座 令和2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症の基本情報を周知し、認知症の方
が地域で住みやすい環境をつくる。

１：高齢者

・認知症サポーター養成講座、認知症に
役立つツール、介護予防運動を学ぶ。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ他
・年3回

0 0

35 あおぞらゆるゆる体操 令和元年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

コロナ禍でのフレイル予防、周知、介護予
防、ケアプラザの情報提供、身近な人との
交流、を目的とする。運動ボランティアの
参加を呼びかける。

５：地域

・職員が出向き地域の公園で体操を行う。
・全地区対象
・公園
・年4回

0 0

36 今井町小地域会議 令和３年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢者の見守り体制を図る事を目的とす
る。

５：地域
・西部地区対象
・年１回

0 0

37
今井・仏向地域エリアケアマネ
連絡会

令和３年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

障害支援機関とケアマネジャーとの連携
方法を考える。

５：地域
・障害支援機関、ケアマネジャー対象
・年１回

0 0

38 認知症講座 令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症の基本情報を周知し、認知症の理
解を深める。

１：高齢者

認知症サポーター養成講座の開催
・デュオセーヌ横浜東戸塚の住民対象
・会場　デュオセーヌ横浜東戸塚
・年1回

0 0

39 転倒予防講座 令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

要支援者にならないように予防し、運動機
能を高め、健康寿命を延ばす。

１：高齢者

理学療法士を招き、ミュータスを用いて膝進展
筋力の測定を行う。4回を1クールとして、1回目
は測定会、2、3回目は運動の指導、4回目は
測定会とする。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザ

9 92

40
区内合同認知症サポーター養
成講座

令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

講座を実施することで、認知症の人とその
家族が暮らしやすいまちづくりを推進す
る。 ６：事業者

認知症の理解と、区や包括の取組、認知
症の方への対応方法の講座。
・区域の事業所対象

2 277

41 みんなの休憩所一休 令和3年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

ケアプラザへ来所するのが難しい方へ向
けた出張相談。クリエイトSD今井町店にて
開催する。民間企業との連携を目指す
（店内の薬局など）。

５：地域

介護に関する相談、居場所・交流の場。
・全地区対象
・会場　クリエイト今井町店駐車場
・年10回

8 37

42 訪問看護講座 令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアマネジャー対象に訪問看護と連携す
るために基礎知識と応用を学ぶ。

６：事業者
・区内のケアマネジャー対象。
・年1回

0 0

43 打楽器コンサート@imai 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て中の親子の交流の場。親と子が一
緒に過ごす場の提供。

３：養育者及
び乳幼児

「打楽器コンサートグループあしあと」による演
奏と手作りおもちゃで一緒に演奏する参加型コ
ンサート。
・全地区の親子対象
・会場　今井地域ケアプラザ
・年1回

1 16

44 いま・さこウォーク 令和3年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

地域を紹介するボランティアを発掘し、活
動の場を提供。ウォーキングのメリットを
伝え、閉じこもり防止や行動範囲を広げる
ことにより区を跨いだコミュニケーションを
図る。

５：地域

左近山地域ケアプラザが募ったボランティアと今井
地域ケアプラザが募った参加者で一緒にウォーキン
グを行う。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザエリア～左近山地域ケ
アプラザエリア
・年1回

0 0

45 脊柱管狭窄症について知ろう 令和４年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

脊柱管狭窄症の知識を知り、高齢者の健
康維持を延ばす。

１：高齢者

整形外科の医師や理学療法士を招き、医
療知識やセルフストレッチを学ぶ。
・全地区対象
・会場　権太坂コミュニティハウス
・年1回　14：30～16：00

1 23

46 はつらつ健康講座 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

木曜会（法泉自治会）を対象に、高齢者の
健康維持や介護予防のため、日常生活
のポイントや予防法について理解を深め
る。

１：高齢者
日常生活のポイントや予防法を学ぶ。
・会場　法泉自治会館
・年4回

4 50

47
口腔ケアでフレイル＆認知症
予防

令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

口腔ケアの普及啓発を行い、口腔機能の
低下を防ぐ。

１：高齢者

歯科衛生士を招き、口腔ケアの目的や認
知症、肺炎との関係を学ぶ。
・全地区対象
・会場　権太坂コミュニティハウス
・年1回　13：30～15：00

1 10

48
活動応援インストラクター体験
会

令和4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

コロナ禍により既存のグループ活動が低迷し
たり、リーダーの高齢化により担い手不足があ
る。後方支援として社会資源であるボランティ
ア講師を派遣し、地域活動グループが継続で
き、繋がりが持てるようになる。

１：高齢者

各グループより2名程度の参加を集う。
・今井エリアの活動グループ
・会場　今井地域ケアプラザ　権太坂コ
ミュニティハウス
・年2回

2 20

49 スリーA養成講座 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症になっても安心して暮らせるまちづ
くりを目指す。認知症になっても地域活動
に参加できる「やさしさのシャワー」をモッ
トーに取り組み方を伝えていく。

１：高齢者

各グループより2名程度の参加を集う。
・今井エリアの活動グループ
・会場　今井地域ケアプラザ
・年3回　13：30～15：00

3 58

50 今井ふみ友クラブ 令和4年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

コロナ禍でのつながり創出。手紙を書くこ
とによる機能向上や介護予防、文通という
形での社会参加を図る。文通相手として
の担い手発掘。

５：地域

文通（ケアプラザが間に入った手紙のやり
取り）
・全地区対象
・月1～2回（参加者からの郵送または来
館による受渡し）

31 49
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事業名
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対象者
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対象者
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■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

51 脳トレ＆タオル体操 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢者の健康維持や介護予防のため、
自宅でもできるタオル体操や脳トレを伝え
ていく。 １：高齢者

・全地区対象
・権太坂コミュニティハウス
・年1回　13：30～15：00

1 17

52 ぴんぴん健康講座 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

いずみ会（いずみプラザ）を対象に、高齢
者の健康維持や介護予防のため、日常
生活のポイントや予防法について理解を
深める。

１：高齢者
日常生活のポイントや予防法を学ぶ。
・会場　いずみプラザ集会所
・年3回

3 24

53
今井地域ケアプラザ民生委員
児童委員ケアマネジャー連絡
会

令和4年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

新桜ケ丘地区、権太坂境木地区、西部地
区の3会場でそれぞれに開催し、民生委
員児童委員とケアマネジャーとの親睦を
図り、地域高齢者の支援で連携をとれる
ようになること。

６：事業者

民生委員児童委員とケアマネジャーをと
の親睦・交流を図る。
・会場　新桜ケ丘集会所、権太坂コミュニ
ティハウス、ほどがや防犯センター
・年３回

3 46

54
事例検討会＠今井・仏向地域
ケアプラザ

令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアマネジャーを対象に事例検討会を開
催し、ケアマネジメントプロセスと適切な支
援の方法を学ぶ。 ６：事業者

野中式事例検討会を学ぶ。
・会場　今井地域ケアプラザ
・年３回

3 89

55 ほっとフレンズ2022夏 平成21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

学校と家庭の往復になりがちな障がい児
に、「新たな出会いの場」「生活経験を拡
大できる場」「充実したひと時を過ごせる
活動の場」を提供します。

２：障害児・
者

ほっとフレンズ実行委員会での共同開
催。区内に在住・在学のハンディのある小
学生～高校生の子と保護者を対象にボッ
チャ体験、太鼓の演奏を鑑賞します。

1 10

56 作って脳トレ 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザで活用できる脳トレグッズ作り
ボランティアを募り、職員と一緒に作成す
る。コミュニケーションを図りながら作成し
たグッズをどのような形で活用するかを話
し合う。

５：地域

第一弾として、ボッチャアイテムの作成。
第二弾では「ダンスで脳トレ」で活用できる
アイテムを作成。
・会場　今井地域ケアプラザ
・年2回

2 10

57
食事中にムセていませんか？
～放置は肺炎に～

令和４年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

新桜ケ丘地区の保健活動推進員と共催
で言語聴覚士を通して飲み込みと肺炎に
ついて講話してもらい、誤嚥性肺炎の予
防と知識の普及啓発につなげる。

１：高齢者

・全地区対象
・新桜ケ丘地区の保健活動推進委員と共催で
行い、言語聴覚士を講師に招き、誤嚥性肺炎
の予防法等を学ぶ。
・会場　今井地区センター
・年1回

1 28

58
保土ケ谷区西部あんしんサ
ポーター向け認知症講座

令和４年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

あんしんサポーターが認知症の方への接
し方や相談機関について知り、「見守り」
の視点を理解することができる。 ５：地域

・認知症についての基礎知識、接し方の
ポイント等の講義、認知症役の職員への
声掛け体験等を行う。
・年１回
・会場　ほどがや防犯センター

1 30

59
認知症高齢者等SOSネット
ワーク事業説明

令和４年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症高齢者等SOSネットワーク事業に
ついて地域の住民が知り、自身の家族や
知人が困った時に利用できるようにする。 ５：地域

・認知症役の職員への声掛け体験を通じ
てSOSネットワークおよび見守りシール事
業の周知を行う。
・年１回
・会場　権太坂境木自治会館

1 30

60 ありがとうさくら草 令和４年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

配食活動団体の活動内容周知を行う。20
年以上の活動の中で生まれた「見守りあ
う仕組み」を中心に伝えていく。 ５：地域

ケアプラザ入口にてさくら草活動記録を掲
示
・年１回
・会場　今井地域ケアプラザ

1 50

61 ボッチャ体験会 令和４年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ボッチャ体験会でこどもから大人まで参加
してもらい、障害の方も取り組めるスポー
ツとしての普及と啓発を行う。 ５：地域

ケアプラザにてボッチャを行う。
・年1回

1 12

62 地域ボッチャで集う 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ボッチャを通してコミュニケーションを図
る。地域で新たにボッチャサークルを作る
きっかけ作りを行う。障がい者の啓発も行
う。

５：地域
講師を招き、ケアプラザにてボッチャを行
う。
・年1回

1 11

63 いまさこぶっこウォーク 令和4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域を紹介するボランティアを発掘し、活
動の場を提供。ウォーキングのメリットを
伝え、閉じこもり防止や行動範囲を広げる
ことにより区を跨いだコミュニケーションを
図る。

５：地域

今井地域ケアプラザが募ったボランティアと左近山
地域ケアプラザ・仏向地域ケアプラザが募った参加
者で一緒にウォーキングを行う。
・全地区対象
・会場　今井地域ケアプラザエリア～左近山地域ケ
アプラザエリア～仏向地域ケアプラザ
・年1回

1 16

64 統合失調症について 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

精神保健福祉士を講師に招き、地域住民
とエリアのケアマネジャーに参加を集い、
統合失調症の関わり方の理解を深める。 １：高齢者

・全地区の地域住民、エリア内のケアマネ
ジャー
・会場　今井地域ケアプラザ
・年1回　14：00～16：30

1 30

65 音楽に合わせてリズムをとろう 令和4年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

楽器を用いて音楽に合わせてリズムをと
ることで介護予防に繋げていく。

１：高齢者
・全地区対象
・会場　権太坂コミュニティハウス
・年1回　13：30～15：00

1 17

65 ほっとフレンズ2022春 平成21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

学校と家庭の往復になりがちな障がい児
に、「新たな出会いの場」「生活経験を拡
大できる場」「充実したひと時を過ごせる
活動の場」を提供します。

２：障害児・
者

ほっとフレンズ実行委員会での共同開
催。区内に在住・在学のハンディのある小
学生～高校生の子と保護者を対象にボッ
チャ体験、打楽器コンサートを鑑賞しま
す。

2 22
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